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ｐ２	学童野球大会・サッカー大会
ｐ３	新商品「はちべえトマトドレッシング」
ｐ４	九州国際スリーデーマーチ2023
ｐ５	 JA共済全国書道・交通安全ポスターコンクール入賞者
ｐ６	熊本県域ＪＡ構想特別企画
ｐ８-11		営農情報

JAやつしろ耕そう、大地と地域のみらい。

+"やͭしΖのイϕントや
お得ͳ情報Λおಧ͚しま͢。



ʰੜᇙ͕ޮ͍ͨͪ τ͑ϚτυϨογϯά ৽ɦൃചʂ
ീࢢใࠂ

Ҭのอҭ園トマトΛଃఄ
部ࡊ果࣮選果場利用組合

フϥϫʔΞϨϯδϝϯトࣨڭΛ։࠵
Ֆ部ձ

ミネラルが豊富な土壌と球磨川のきれ
いな水を使い減農薬で育てられた『はちべえト
マト』と、八代市東陽町で育った品質の高いショウ
ガを使用。トマトの甘みと酸味にショウガの風味が加
わり、さっぱりとした仕上がりです。パスタやカルパッ
チョのソース、冷ややっこにもおすすめ。八代らしさ
をアピールしつつ、地域農家を応援することを目
的に、株式会社フンドーダイと協力して開

発しました。

+"ͭ͠Ζͷ TopicsTopics

3

ീδϡχΞελʔζ͕༏উ
ୈ̍ ճ̟̎ ̖やつしろഋֶಐೈࣜٿେձ

ϓϩάϨε̛ ຊ͕༏উ۽̘
ୈ̍ ճ̟̍ ̖やつしろΧοϓαοΧʔେձ

༏উしたീδϡχΞελーζのϝンόー

େձࢀՃしたબखΒ

৽ྑډհબखにΑΔબखએ

දজࣜで༏উカοプΛड͚取Δબख

ઓが܁Γ広͛Βれたܾউઓ

݄̎��ͱ��ʹɺ̐ ੜҎԼͷֶಐࣇٿʹָ
͠ΈͰ͋ΔެࣜઓΛ提供͠Α͏ͱཽάϥϯυ
Ͱʮୈ��ճJAͭ͠ΖഋֶಐೈࣜٿେձʯΛ։࠵
͠ɺ��νʔϜɺ���໊ͷֶಐࢀ͕ࣇٿՃ͠·ͨ͠ɻ
େձɺॳʹ༧બɺ̎ ʹ̐νʔϜʹΑΔܾউ
τʔφϝϯτΛ͍ߦ·ͨ͠ɻࢼ߹ͰνʔϜϝΠτ
ՈͳͲ͔Β͍ԉ͕ૹΒΕ·ͨ͠ɻ
ೖνʔϜʹɺ෭ͱͯ͠ಉJA࢈ͷ࢈Ճ
͕ଃΒΕ·ͨ͠ɻ
ೖνʔϜҎԼͷ௨Γ

�݄�ͱ�ɺ�ੜҎԼʹࢼ߹ग़
͢ΔػձٴͼϘʔϧʹ৮ΔػձΛ提供
͠Α͏ͱʮୈ��ճJAͭ͠ΖΧοϓα
οΧʔେձʯΛീڸࢢ૯߹άϥϯυ
Ͱ։͖ɺ��νʔϜɺ���໊͕ࢀՃ͠·
ͨ͠ɻ
େձɺઓ͕܁Γ͛ΒΕɺܾ উઓ
ͰϓϩάϨε'$熊本͕'$�-*40-ɹ
#-6&ΛഁΓɺ༏উΛ০Γ·ͨ͠ɻ
ͷ࢈ՃɺೖνʔϜ෭ʹɺJAࢀ
࢈Ճ͕ଃΒΕ·ͨ͠ɻ
ೖνʔϜҎԼͷ௨Γ

༏উ
ീδϡニΞスターズ
४༏উ
ീώーϩーズ
̏Ґ
ଠాڷδϡニΞΫϥブٿ部
̐Ґ
ീઍΫϥブ
̟̖ͭしΖ
̮̩Ϋϥブ

༏উ
プϩグレス̛̘۽ຊ
४༏উ
̛̘ ̡̨̡̞̤　̡̗̪̚
̏Ґ
αΠレコɾΤスϖϥンα۽ຊ
̐Ґ
̛̘ ̡̨̡̞̤　Ｒ̙̚
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ʰੜᇙ͕ޮ͍ͨͪ τ͑ϚτυϨογϯά ৽ɦൃചʂ
ീࢢใࠂ

෦ࡊՌ࣮બՌར༻߹ീڸࢢொʹ͋Δ
̔ͭͷอҭԂʹɺؙ τϚτ̐ΩϩശΛ��έʔεͱϛ
χτϚτ̏ΩϩശΛ��έʔεͷ߹ܭ���ΩϩΛଃ
Γ·ͨ͠ɻ
Ԃͪͨࣇ͏ͦ͠خʹτϚτΛड͚औΓʮτϚτ
େ͖ɻͨ͘͞Μ৯·͢ʯͱ৯ΔͷΛָ͠Έʹ
͢ΔԂࣇଟ͘ݟΒΕ·ͨ͠ɻଃΒΕͨτϚτڅ
৯Ͱ;Δ·ΘΕɺԂޱ͕ͪͨࣇʹ͠·ͨ͠ɻాஐ
ҭͬʹؾݩΛ৯ͯɺࡐͷ৯ݩಉར༻߹ʮߦ
ͯ΄͍͠ʯͱ͞Ε·ͨ͠ɻ
͜ͷऔΓΈ৯ҭ׆ಈͷҰͰɺԂࣇͷ݈͔
ͳΛفΓɺ����͔Β࢝·ΓࠓͰ��ճͱ
ͳΓ·ͨ͠ɻ

JAͭ͠ΖՖ෦ձ熊本ݝՖ͖ڠձീࢧ෦ͱ
ͱʹɺණொཱཽதֶߍͱණொٴͼീࢢத
ੜΛରʹϑϥϫʔΞۀͷଔߍ߹ཱණதֶߍֶ
ϨϯδϝϯτࣨڭΛ։͔Ε·ͨ͠ɻ
ΧʔωʔγϣϯͳͲͷ̏छྨͷՖͱϢʔΧϦ͕̍
ਓ̍ηοτΒΕɺ༻ҙ͞ΕͨΦΞγεʹੜెͨͪ
͍ࢥ͍ࢥʹΞϨϯδָͯ͠͠Έ·ͨ͠ɻ
·ͨɺอऀޢͷँײͷݴ༿Λॻ͖ɺͦ ͷϝοηʔ
δΛఴ͑ͯɺϑϥϫʔΞϨϯδϝϯτΛଔࣜۀͷޙɺ
อऀޢϓϨθϯτ͞Ε·ͨ͠ɻ
ձΛػΜʮՖʹ৮ΕΔ͞ࢠΛΊͨ٢ଜࢣߨ
େࣄʹͯ͠ɺՖΛۙʹͯ͡ײҭͬͯ΄͍͠ʯͱ͞
Ε·ͨ͠ɻ

トマトΛड͚取ͬてخしͦうͳԂࣇΒΞレンδΛָしΉੜెたち

Ҭのอҭ園トマトΛଃఄ
部ࡊ果࣮選果場利用組合

フϥϫʔΞϨϯδϝϯトࣨڭΛ։࠵
Ֆ部ձ

݄̏̒ॅࢁতೋ߹ɺീࢢॴΛ๚Εɺத
ଜതੜࢢͱඌߦ༤ྛਫ࢈෦৽ʮੜᇙ
͕ޮ͍ͨͪ͑τϚτυϨογϯάʯͷΛใ
৯Λ͠ࢼɺ͍ߦɻ୲ऀ͕ͷઆ໌Λͨ͠·͠ࠂ
͍͖ͯͨͩ·ͨ͠ɻ
ྫྷͬ͜ʹ͔͚ͯࢼ৯ͨ͠தଜࢢʮ߳Γ͕
Αͯ͘౾ʹΑ͘߹͏ɻυϨογϯάʹτϚτͱ
৽ൃͩݟʯͱ͞Εɺʮޙࠓ৽ͷ։ൃʹਚྗ͠
͍ͯͩ͘͞ʯͱܹྭ͞Ε·ͨ͠ɻ
֤ͷεʔύʔͳͲͰ݄̎��͔Βൢച͠ݝ
͍ͯ·͢ɻॅࢁতೋ߹ʮଟ͘ͷํʹ࢈ࠃ࡞

ͷྑ͞Λ͍͖͍ͬͯͨͩͨʯͱ
͠·ͨ͠ɻ

தଜࢢଃఄ

���ԁでൢചࠐ���ԁでൢച���NMೖΓ੫ࠐ෦���NMೖΓ੫࢈とඌྛਫࢢ৯͢Δதଜࢼ

ミネラルが豊富な土壌と球磨川のきれ
いな水を使い減農薬で育てられた『はちべえト
マト』と、八代市東陽町で育った品質の高いショウ
ガを使用。トマトの甘みと酸味にショウガの風味が加
わり、さっぱりとした仕上がりです。パスタやカルパッ
チョのソース、冷ややっこにもおすすめ。八代らしさ
をアピールしつつ、地域農家を応援することを目
的に、株式会社フンドーダイと協力して開

発しました。
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౻ຊࢦಋ員͕ۚʂ
マΠϓϥϯ果ൃ表ձ

தԝձձ長ʹ
ౡՂࡾ　　　

͔ ͜

ん͞ࢠ
ۜʹຸ田໌

͋ ͖ ͑
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ۚ ۜ ಔ
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Λ̥࢈Ճ者ʹീの農ࢀ֎のࠃ ̧
भࡍࠃεϦʔσʔマʔν

ಐΒࣇに͔͔Δۀ࡞

ΰーϧޙのΥーカーでΘう+"ϒーε

ീڸཱࢢখֶ̑ߍ̎ͷࣇಐ݄ͨͪ̏��
ɺֶ ෑͷՖஃͰഅླॼͷ২͑ߍ ʢ͚ͮ͘Γ
ʙϚϧνγʔτுΓʣΛମ͠ݧ·ͨ͠ɻഅླॼ෦ձ
ͷݪؓݹढ़ߦ෦ձͱӦࢦಋһɺJA熊本経済連
ͷ୲ऀֶ͕ߍΛ๚ΕɺݩͰҭͭഅླॼͷಛ
ऩ֭ظ࣌ͳͲΛઆ໌͠·ͨ͠ɻ̏ΧॴͷՖஃʹ
��ΩϩͷछΠϞΛ২͑ɺؠ本ࢦಋһ ʮ͕ժ͕ग़͖ͯ
ͨΒɺΛ͛ͳ͍Α͏ʹϚϧνΛഁͬͯͩ͘͞
͍ʯͱ͠·ͨ͠ɻ
Ͱ͕ͨ͠ɺՈͷۀ࡞ಐʮେมͳࣇΛऴ͑ͨۀ࡞
օ͞Μͬͱେ͖͍ാͰۀ࡞Λ͍ͯ͠Δͱ͑ߟΔ
ͱɺڅ৯Λͯ͠ँײͣ͞৯Α͏ͱ͍ࢥ·ͨ͠ʯͱ
͠Ոͷۤ࿑Λ࣮͠ײ·ͨ͠ɻ

݄͔̏̏Β̑ʹ͔͚ ʮͯୈ��ճɹभࡍࠃε
ϦʔσʔϚʔν����ʯ͕ ֎ͷ����ਓࠃΘΕɺߦ
ͷΥʔΧʔ͕ീͷ๛͔ͳࣗવΛת͠·ͨ͠ɻ
JAɺͪ͑τϚτϛχτϚτɺΠνΰΛ͡
Ίͱ͢Δ࡞ɺ৽ͷτϚτυϨογϯάͳ
ͲͷՃɺҿྉਫɺϑϥϯΫϑϧτɺͪ͑τϚ
τೖΓͷϋϠγϥΠεʢ̐ͷΈʣΛൢച͠·ͨ͠ɻ
ΰʔϧޙʹɺΠνΰΛߪೖͯ͠৯ͨࢀՃऀʮา
ؼͰങͬͯ࢈ͷΠνΰผ֨ɻՈʹ͓ޙ͍ͨ
Δʯͱ͏ͦ͠خʹ͞Ε·ͨ͠ɻ

熊本ۀ͍ݝੜൢ࢈ചৼڠڵձ݄̏��ɺϗϫΠ
τύϨεീͰੜ࢈ɺٕ ज़ɺྲྀ ௨෦ձͷࡾ෦ձ߹ಉձ
ٞΛ։͠࠵·ͨ͠ɻݝͷ࢈ੑ׆Խͱ҆ఆग़ՙΛ
తʹ֤෦ձٞڠձͷऔΓΈΛใ͠ࠂɺใڞ
༗͢Δͱͯ͠ຖ͍ͯͬߦ·͢ɻ
গݮতೋձʢJA߹ʣ͕ʮදͷधཁྔͷॅࢁ
ੜߴ͕ࡐࢿ࢈ಅ͢ΔதɺՁ֨ิరͷۀࣄͰ͋Δh ͍
͙͞ɾදՈ経Ӧॴಘ҆ఆԽରۀࣄࡦ ͷɦܧଓʹ
ͷօ༷ऀҾ͖ଓ͖औΓΜͰ͍͖·͢ɻ͚ؔͯ
ͷ͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢ʯͱѫ͠ࡰ·ͨ͠ɻ
ɻҙࠂΛใࠃத࢈Ͱࠂใۀ͍
Ίٻͱͷ۠ผԽΛ໌֬ʹ͢ΔΑ͏࢈ࠃ֎Ͱަݟ
Δҙݟɺ͍ ͙͞ͷՁΛݟʹߋग़͢͜ͱͳͲ༷ʑ
ͳҙݟͱ࣭͕ग़͞Ε·ͨ͠ɻ
भେֶେֶӃֶڀݚӃͷਗ਼ਫٛ।ڭत͕

ʮ͍͙͞ͷ߳Γ͕ͨΒ͢ػੑʯͱͯ͠ߨԋΛ͞
Ε·ͨ͠ɻ·ͨΫϥʔΫه೦ߴࡍࠃֶߍ熊本Ωϟ
ϯύεͷੜె໊͕͍͙̐͞ͷೝΛ্͛Α͏ͱ࡞
Λ൸࿐͠·ͨ͠ɻډࣳࢴͨͬ

݄̏��ɺڸจ
ԽηϯλʔͰશ৬
һΛର ʮʹίϯ
ϓϥΠΞϯεݚम
ձʯΛ։͠࠵·͠
ͨɻ
߹ॅࢁ

ʮJA߹һΛ
͡ΊɺҬͷํʑ
ͱͷ৴པͷجʹ
༷ʑͳۀࣄΛͬߦ
͍ͯ·͢ɻίϯϓ
ϥΠΞϯε९कͷ
ॏཁੑΛ࠶֬ೝ
͍ͯͩ͘͠͞ʯͱ
ѫ͠ࡰ·ͨ͠ɻ
JA熊本தԝձJA૯߹ࢧԉ෦࣍ͷେాࠇஐࢯڭ
ߦԋΛߨ͕ ʮ͍෩௨͠ͷྑ͍৬ͮ͘Γ͕ॏཁɻ·
༿Ͱ͑ͯͩ͘͞ݴΛ͔ͬ͠Γͱͪ࣋ؾͷँײͨ
͍ʯͱ͠·ͨ͠ɻίϯϓϥΠΞϯε%7%Λࢹௌ͠
Λड़ͯดձ͠·ͨ͠ɻࣔ܇һ͕ۈɺৗޙͨ

࣭͢Δੜऀ࢈

ۀ͍̏ 部ձ合ಉձٞ അླḕの২͚͑ମݧ
അླḕ部ձͱࡁܦ࿈

ίϯϓϥΠΞϯεݚमձ

ѫࡰΛ͢Δॅࢁ߹
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Ӧ෦ʮྩ̐Ӧ
ࢦಋһϚΠϓϥϯՌ
ൃදձʯΛ本ॴେձٞࣨͰ
։͠࠵·ͨ͠ɻ
ۚʹɺதԝ૯߹Ӧ
ηϯλʔͷ౻本Ԧ໌ࢦಋһ
͕બΕ·ͨ͠ɻ౻本ࢦಋ
һɺʮ࢈ͷҡ࣋ͱൃలΛ
͛ΔͨΊʹɺߋͳΔh ੜ
্ͷੑ࢈ ͱɦh 経Ӧྗͷڧ
Խʱʹ ΑΔݸʑͷh 経Ӧମͷج൫ڧԽʱ͕ ॏཁɻޙࠓͷۀͷҡ࣋ͱൃ
లʹ͚ͯɺؔ ͷపఈΛਤΓ͍ͨʯͱ͠·ͨ͠ɻࡦର͠ܞͱ連ؔػ
ʮϚΠϓϥϯՌൃදձʯɺӦࢦಋһ͕୲͢ΔҬΛ
ରʹ՝Λ֤ࣗͰઃఆ͠ɺৗͷӦࢦಋΛ௨ͯ͡ಘΒΕͨՌ
Λσʔλཧ͢ΔͱͱʹɺϨϙʔτͱͯ͠ͱΓ·ͱΊɺӦࢦಋһ
ͷࢦಋྗͷ্ʹͭͳ͍͕͛ͯ͘ࣄతͰ͢ɻࠓճɺॻྨબߟͰબ
Εͨ̑ਓ͕ൃද͠·ͨ͠ɻ

౻ຊࢦಋ員͕ۚʂ
マΠϓϥϯ果ൃ表ձ

डのࠨ　໊ࡾΑΓԬࢦಋһ、౻ຊࢦಋһ、দా৬һ

தԝձձ長ʹ
ౡՂࡾ　　　

͔ ͜

ん͞ࢠ
ۜʹຸ田໌

͋ ͖ ͑

ん͞ܙ
ʮྩ̐�JAڞ済શࠃখɾதֶੜ�ॻ
ಓɾަ௨҆શϙελʔίϯΫʔϧʯͷશࠃ
৹͕ࠪ��݄��ʹߦΘΕɺࣄݟഴౡখֶߍ
̐ʢ˞ʣͷࡾౡՂ͞ࢠΜ͕h શࠃڠۀಉ
߹தԝձձ̡ ࢴͷ෦ʳɦɺઍஸখֶߍ
̑ʢ˞ʣͷຸా໌͞ܙΜ͕h શࠃڠۀಉ
߹連߹ձձɾ̡ۜ ෯ͷ෦ʳɦΛड
͞Ε·ͨ͠ɻ͓ΊͰͱ͏͍͟͝·͢ʂ
ಉ࡞ࡢߦΘΕͨ熊本ݝίϯΫʔϧ
ʹͯh JAڞ済連熊本ɹ本෦ ͱɦh ΤϑΤ
Ϝ熊本 Λɦड͞Ε͓ͯΓɺࠓճશࠃ৹ࠪ
ʹਐΈ·ͨ͠ɻॻಓίϯΫʔϧશ͔ࠃΒ
���ສ����ͷԠื͕͋Γ·ͨ͠ɻ
·ͨɺീཱࢢഴౡখֶߍֶߍΛ͛ڍ
Ճ͞Εͨ͜ͱΛশ͑ΒΕɺֶࢀʹతۃੵͯ
Λड͞Ε·ͨ͠ɻߍ
˞ʜԠื࣌ͷֶ

৽نऀۀJAͷएख৬һ͕
ͰۀΓɺޠͷΓ͕͍ັྗΛࣄ
ಇ͘͜ͱͷૉΒ͠͞Λ͑Δίʔ
φʔʮ͘·ͱ͙͋ΓΜʯɻ
ഓ͢ΔճණொͰ͍ͪ͝Λࠓ
ब̏ͷখౡ༔ྑ͞Μ͕औࡐΛ
ड͚ͯ͘Ε·ͨ͠ʂ
݄̐��ʢʣͷ熊本৽ฉே
༧ఆͰ͢ͷͰͥͻ͝ཡͩ͘ࡌܝͰץ
͍̇͞

さんࢠౡՂࡾ

ड࡞

ड࡞ さんܙ໌ాຸ
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熊本県域 JA 構想特別企画

熊本農業の未来をみんなで考えよう！

+" άϧʔϓ۽本のϗʔϜϖʔジʹて
Ҭݝ +" ʹͭいてのใをൃ信中ですߏ

ਂऩ૾யもઃਸ਼に解ष。ँऽりઓいฎऽङَ୦とかऩるُと、ॻンとଡえて。ຨਾऋもたैऔोૡしऽघ

ഽの食౫をઞったメニューद੪ਞをଓౄして य़ॡছ।♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ቛฟ座
�/20〜�/20

♥全体運♥
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熊本県域 JA 構想特別企画

熊本農業の未来をみんなで考えよう！

+" άϧʔϓ۽本のϗʔϜϖʔジʹて
Ҭݝ +" ʹͭいてのใをൃ信中ですߏ

　14JA・連合会・中央会は、農家・組合員の多様なニーズにこれまで以上に応えていくため、
“県下1JA” になることを目指し、令和2年8月より「熊本県域 JA構想」の協議を進めています。
　今後は、組合員の皆様からのご意見を把握・
集約しながら、検討を進めて参りますので、
皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

ݝຊ۽　 +" άϧープでは、ڥมԽにద࣌・త֬にର応しͳがΒʮՈ・߹һのଟ༷ͳχー
ζに、͜れまで以上に応えてい͘ためʯʮ+" の৫・ܦӦج൫ΛকདྷにΘたͬてΑΓݻڧͳ
のに͢Δためʯに下のਤの௨Γ՝Λೝࣝし、جຊඪに͚て取ΓんでまいΓま͢。

●農業就業人口の減少、後継者不足による農業生産基盤の脆弱化 ●正組合員の減少によるＪＡの組織基盤の弱体化
●地域人口の減少による事業規模・範囲の縮小、労働力の減少 ●自然災害・感染症等による農業・ＪＡ経営への甚大な被害
●国際貿易や他の事業体との競争の激化 ●マイナス金利政策の長期化等によるＪＡ経営の悪化

農家・組合員に十分なサービスが提供できなくなることが予想される
“全国トップクラスの農業生産県” として、日本の食を支える力を失ってしまいかねない

将来、このままでは・・・

そこで・・・

最大限のスケール
メリットの創出・発揮

次世代農業者のための
組織・経営基盤の安定・強化土

台
下
支
え

課
題
認
識

県
域
合
併
の

目
的
・必
要
性

①農業・組合員 ②地域社会 ③ＪＡ経営

これらを踏まえ・・・

め
ざ
す

Ｊ
Ａ
像

視
点

農業者の所得増大 農業生産の拡大 地域の活性化基
本

目
標

●営農指導力の強化
●多様な担い手の育成・支援
●県域生産・販売体制の確立
●トータル生産コストの低減
●効率的な物流の実現
●生活基盤・ライフライン機能の強化
●より身近なＪＡ（支所機能・出向く体制の強化）

●管理部門の集約・効率化
●専門的知識を持った職員の結集・人材育成
●事務手続き・システムの統一による効率化

合併効果・メリットを
発揮するための
事業戦略

ঃডইঝに過ごせऽघ。ಂをৈऎठ༜ੈしऩいિद運ऋ৫ऐऽघ。ฉびੱをພोङ௫しाऩऋैਤीて

ਫ਼൧द健康チख़ッॡを。ଫৄदপ୰をೂ アスঃছफ़ス♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ቛၗ座
3/21〜�/19

♥全体運♥
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ਂऩ૾யもઃਸ਼に解ष。ँऽりઓいฎऽङَ୦とかऩるُと、ॻンとଡえて。ຨਾऋもたैऔोૡしऽघ

ഽの食౫をઞったメニューद੪ਞをଓౄして य़ॡছ।♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ቛฟ座
�/20〜�/20
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熊本県域 JA 構想特別企画

熊本農業の未来をみんなで考えよう！

+" άϧʔϓ۽本のϗʔϜϖʔジʹて
Ҭݝ +" ʹͭいてのใをൃ信中ですߏ

　14JA・連合会・中央会は、農家・組合員の多様なニーズにこれまで以上に応えていくため、
“県下1JA” になることを目指し、令和2年8月より「熊本県域 JA構想」の協議を進めています。
　今後は、組合員の皆様からのご意見を把握・
集約しながら、検討を進めて参りますので、
皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

ݝຊ۽　 +" άϧープでは、ڥมԽにద࣌・త֬にର応しͳがΒʮՈ・߹һのଟ༷ͳχー
ζに、͜れまで以上に応えてい͘ためʯʮ+" の৫・ܦӦج൫ΛকདྷにΘたͬてΑΓݻڧͳ
のに͢Δためʯに下のਤの௨Γ՝Λೝࣝし、جຊඪに͚て取ΓんでまいΓま͢。

●農業就業人口の減少、後継者不足による農業生産基盤の脆弱化 ●正組合員の減少によるＪＡの組織基盤の弱体化
●地域人口の減少による事業規模・範囲の縮小、労働力の減少 ●自然災害・感染症等による農業・ＪＡ経営への甚大な被害
●国際貿易や他の事業体との競争の激化 ●マイナス金利政策の長期化等によるＪＡ経営の悪化

農家・組合員に十分なサービスが提供できなくなることが予想される
“全国トップクラスの農業生産県” として、日本の食を支える力を失ってしまいかねない

将来、このままでは・・・

そこで・・・

最大限のスケール
メリットの創出・発揮

次世代農業者のための
組織・経営基盤の安定・強化土

台
下
支
え

課
題
認
識

県
域
合
併
の

目
的
・必
要
性

①農業・組合員 ②地域社会 ③ＪＡ経営

これらを踏まえ・・・

め
ざ
す

Ｊ
Ａ
像

視
点

農業者の所得増大 農業生産の拡大 地域の活性化基
本

目
標

●営農指導力の強化
●多様な担い手の育成・支援
●県域生産・販売体制の確立
●トータル生産コストの低減
●効率的な物流の実現
●生活基盤・ライフライン機能の強化
●より身近なＪＡ（支所機能・出向く体制の強化）

●管理部門の集約・効率化
●専門的知識を持った職員の結集・人材育成
●事務手続き・システムの統一による効率化

合併効果・メリットを
発揮するための
事業戦略

ঃডইঝに過ごせऽघ。ಂをৈऎठ༜ੈしऩいિद運ऋ৫ऐऽघ。ฉびੱをພोङ௫しाऩऋैਤीて

ਫ਼൧द健康チख़ッॡを。ଫৄदপ୰をೂ アスঃছफ़ス♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ቛၗ座
3/21〜�/19

♥全体運♥

JA-PRESS YATSUSHIRO  2023 .4 6



যとのઐऋਠ૾をপきऎえていきऽघ。০ऽदঢ়ॎってऒऩかったऒとにもປをൊऐて。うोしいउාいも

።のॣアऋপજ。ਗলはङうऋいを ॱছの࿈♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
൨座
�/21〜�/21

♥全体運♥

˔༿৭൘ʹΑΔઌמΓɾංのஅ
の生長を੍させて、新芽の生長を促すܪݹ　
ઌמりは、ऩ֭前�5にʮͻのみどりʯでܪ

120本前後、ʮྋ෩
ଞʯはܪ100本前後
で45DNの高さに行いま
すが、ઌמり10前の
ऩ֭�5前に、ઌמり
の高さやઌמ時期、肥が必要かどうかのஅを、葉色൘を使って確認す
る方法があります。
　計ଌの方法は、ଠཅをഎにし、い͙さגの࠷も長いܪのதҐஔで、ܪの
。色を見ますܪ

項
目

ഓמૣ
（�月30日Ҏલऩ֭）

普௨מഓ
（7月1日ʙ 10日ऩ֭）

൩מഓ
（7月10日Ҏ߱ऩ֭） リーフカラーチャート数とその対Ԡ

ྋ෩ ༦಼ དྷछࡏ ͻのΈͲり དྷछࡏ ͻのはΔ͔ɾࡏདྷछ

先
刈
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前
頃
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先
刈
時

4��

��0ʙ���

��0ʙ���

���

��0ʙ���

7�0

��0

��0

���ʙ7�0

4��

��0ʙ���

��0ʙ���

��0

���ʙ��0

���ʙ7�0

��0

���ʙ��0

���ʙ7�0

。৭のམとしաぎ。追肥ྔ・回数をଟめにするܪ・

。৭はྑ好ܪ・

。える߇৭はೱくなりաぎ。追肥ྔをܪ・

˔ΠάαγϯϜγΨআ
　ྫ年、̐月த०ࠒにイグサシンムシΨの発ի࠷

期を迎えます。իの発生ϐークを確認した上

で、పఈ防除を行いましょう。

　ঘ、発生状況や防除農薬については、̟̖（ࢦ

ಋ、ߪങ）もしくは、ݝ農業ීٴৼڵ՝まで૬ஊ

して下さい。

営農
情報͍�̐ 月のཧ

ઌמΓɺ͍͙͞ のੜҭʹ
߹Θ࣮ͤͯࢪ
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せいてはহをலगऽघ。力をたीてチャンスをୄठऽしॆう。ປに൱いアॻংॖスऒそँऩたの૽にয়णはङ

৯ृຓにୀਮをगたैଫीに୰ष ঞॱス♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ሻ　座
�/22〜�/22

♥全体運♥

˙ஆީظのཧ

ˎաࢪංʹҙʂ

ˎ࣪のԼʹうաס૩ʹҙʂ
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˔༿৭൘ʹΑΔઌמΓɾංのஅ

ऩ֭前�5にʮͻのみどりʯでܪ
120本前後、ʮྋ෩
ଞʯはܪ100本前後
で45DNの高さ
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˙ஆީظのཧ
後はࣹも強まり、ϋウε内の温度もどΜどΜ上昇します。͜の時期のϙインτは、しおれを防ࠓ　
͙͜と、ࠜのॆ࠶実を図る͜とが重要となります。
ʲඪͱ͢Δཧʳ
ʮڥのม化に対Ԡした培管理の切りସえʯ
　・ৠ散量、ٵਫ量の૿Ճˠᕲਫྔの૿Ճ
　・生育度の上昇ˠࢪංྔの૿Ճ ˎաࢪංʹҙʂ
　・࣪度の低下ˠৠྔࢄの֬อʢ༿໘ੵの֬อ）
ʮ勢低下を見ӽしたやや強めの勢確อʯ
。ม化により、τマτの生育はʮ勢低下ʯ、ʮ生৩成長ʯに向かいますڥ後のࠓ・　
　・勢がऑくなってかΒの回෮はࠔです。
　・高温期の勢確อのため、2月以降はやや強めの勢確อをࢦしましょう。

ʲᕲਫཧʳ
ʮࣹ量にൺྫしᕲਫ量を૿Ճさせるʯ
3月のࣹ量は、10月ಉ等ʂ
4～5月は࿐地状ଶの�月とಉ͡ですʂ
土がס૩してませΜかʁੵۃ的なᕲਫを৺
がけましょう。

ʲԹཧʳ
・த　".ɿ早めの気（しおれ対策）
　　　　1.ɿ温度を上͛すぎない（勢ҡ࣋）ˎ࣪のԼʹうաס૩ʹҙʂ
　　　　ˎサイド気は必ਢとなります。
・間　温にԠ͡て気、またはサイド気（温度が高いはϋウεを開์）
　　
ʲࢪංཧʳ
・生育度の上昇によって、τマτの肥料分要ٻ量はେきくなります。
　ˠᕲਫ量の૿Ճにซせӷ肥による施用がましいʂ
。効果となりますٯします。ˠやりすぎはྀߟ肥料を使用する場合は、͜れまでの施肥量をܗݻˎ　

ʲ༿໘ੵ֬อʳ
・ࣹ量の૿Ճに向け、葉面ੵを૿Ճさせる管理も重要となっていきます。
　ˎ下葉のかぎաぎに注ҙしましょう。

ϝϦοト
　˓૿Ճするࣹを༗効にར用しޫ合成量を૿Ճさせる。
　˓葉ཪかΒのৠ散によって施ઃ内の࣪度を確อしࠩの適ਖ਼化を図る。
　˓強いࣹによるʮমけ果ʯの発生੍。

今ޙのཧʢτϚτɾϛχτϚτʣ

0

5

10

15

20

25

30

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

1
᪪

4
᪪

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

䝝䜴䝇ෆẼ 
᪥ᑕ㔞(MJ/䟝)

営農
情報

JA-PRESS YATSUSHIRO  2023 .4JA-PRESS YATSUSHIRO  2023 .4JA-PRESS YATSUSHIRO  2023 .49



ਗऋऋしऎপそうदघऋ、ऋँऩたのऒとをઓってऎोていऽघ。පのਞठをってহにਊたって

পযਯदघる運ृスএーॶにॶय़ँり १খग़ンॻक़♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
༣座
�/23〜9/22

♥全体運♥

ᶃऩ֭終了果ߎの除ڈ（খۄ果の除ڈ）ٴび葉かぎ
（には行なわないۃ）
ᶄ早ேऩ֭・適期ऩ֭　（着色基४　�分）
　※ऩ֭後の予ྫྷ対策　　　　　　
ᶅਫʜ気温の上昇とともにࠜのಈきも活発になる
　ため除ʑに量を૿す　
ᶆ肥　Χルシウムೖりのӷ肥の使用　が必要とな
ります。

˙Թཧͱथの҆

˙ᕲɹɹਫ

˙ɹɹං

˙ΠλϛՌରࡦ

˙ϛπόνཧ

˙גのཧ

શ̡ؒظ ӍΑ͚ʴߴઃҭබʳ

エコロング413 100 5ｇ／株

エコロング413 100 5ｇ／株

Ώ͏に
͕͞΄の͔のҭබ期の理内༰ ˗බͮ Γ͕͍ͪ͘ごͷ࢝·ΓͰ͢ɻ࡞業ΕͱͳΒͳ͍Α͏ૣΊͷ४උΛ͍ߦ·しΐ͏ɻ

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

親株鉢上げ 置肥 採 苗 親切離し 子切離し 定植

࿀ΈのΓのҭබ期の理内༰
3月 4月 5月 6月 7月

花むすめ１粒

8月 9月

置肥 置肥 採 苗 親切離し 子切離し 定植

ං˕１回ஔංࢭऴ࠷˕

ං˕１回ஔංࢭऴ࠷˕

ʮຊのऩ֭ऴྃ·Ͱ͏Ұาʂ
࣭ॏࢹͰΈΜͳのসإʂʯ

営農
情報

11

পきऩ୯い௯にかो႞しऎऩりそうदघ。ঃডーのँるときऩのद७ーঈせङに全力दりੌीयટに

೬ህのৎをीに。スॺঞスはྖৎങを ॥०♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ሔ座
�/23〜�/22

♥全体運♥

　4月は、気温上昇により生育が活発となり、柑橘類の花芽確認ができる時期、早い
作型では開花を迎える時期になります。また、手直し剪定・肥培管理・病害虫防除など
の管理作業が重なる時期にもなります。令和5年産の高品質安定生産に向けて、計画的に管理作業
を実施しましょう。

�� ணՖ༧
　昨年産の着花量は、全般的に少ない状況でした。令和5年産の着花予想については、表１に示した
通り表年傾向となっていますが、各園地の生育状況に合わせて管理作業を行ってください。
表1ɹྩ�年産٦ྨ�着Ֆ༧（۽本ݝ）

品छ名 本年着Ֆ༧ྔ （昨年着Ֆྔ）ߟࢀ
極ૣ生Թभ ϠϠଟʙ中 ϠϠଟʙ中
ૣ生Թभ ଟʙ中 ϠϠ少

普௨・൩生Թभ ଟʙ中 ϠϠ少
不知Ր ϠϠଟʙ中 中ʙϠϠ少
൩ന༘ ϠϠଟʙ中 中ʙϠϠ少

※あくまでも予想量です。

��� ࢪ͠Ⴉఆの࣮ݟ
　本年産の着花予想（上記表参照）に基づき、縮伐・間伐、切り返し、間引きを組み合わせた剪
定を2～3月に行われたかと思いますが、剪定が終了していない園は、養分競合防止、病害虫防
除効率向上のため、早めに終了するようにして下さい。また、4月以降の着花状況を確認し、多
いようであれば摘蕾、花芽切りを行い新梢発生に努め、少ないようであれば強い徒長枝の芽かぎ
を行ってください。特に着花が多い場合は、開花に伴い樹勢低下を招き、その後の生育に影響を
与えるため、開花前までに必ず見直し剪定を行ってください。

�� ৽༿ԽଅਐʹΑΔணՌ্ରࡦ
　生産安定対策として、花芽が多い場合は、開花前までに花肥として窒素系の化成肥料（硫安
＝20㎏以内／10a）を施用すると結実向上につながる。花芽が少ない場合は、苦土の葉面散布
（葉面マグ300～500倍希釈）を2回程度行い、新葉の緑化促進を図り結実向上に努める。

�� පআの࣮ࢪ
　開花期前後の主要病害虫である、訪花性害虫、アブラムシ、アザミウマ類、灰色かび病、そう
か病、黒点病等の防除を適宜行ってください（表2参照）。
表2ɹප害আ（4月ʙ �月） ˞ྩ�年3月時登農ༀ

対象ප害 農ༀ名 使用方๏

පɹ害

そうかප・ࠇප σランフロアϒル 1000ഒ
そうかප・ࠇප・փ৭かびප ナティーϘフロアϒル 1�00ഒ
փ৭かびප・そうかප ήッター水ࡎ 1�00ഒ
փ৭かびප・そうかප・ࠇප フΝンタジスタᰒཻ水ࡎ 4000ഒ
かいようප・ࠇප コαイド3000 2000ഒ

害ɹ
์Ֆ性害・アβミウマ ・ྨミカンϋモグリΨ・ϤトウϜシ等 エクシレル4& �000ഒ
アϒラϜシ・์ Ֆ性害・アβミウマ ・ྨミカンϋモグリΨ等 モスϐラン4-ӷࡎ 3000ഒ

※注）農薬使用に当たっては、農薬容器ラベルの使用方法を確認・遵守して下さい。
※注）デランフロアブルは、皮膚かぶれしやすい方は使用しないで下さい。
※注）コサイド3000については、展着剤アビオンE（1,000倍）を混用して下さい。
また、薬害軽減のため、果実の着生以降はクレフノン（200倍）を混用して下さい。
※上記以外の農薬については、各営農センターへお問い合わせ下さい。

月̐Ռथཧʢ٦ྨʣ
営農
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ਗऋऋしऎপそうदघऋ、ऋँऩたのऒとをઓってऎोていऽघ。පのਞठをってহにਊたって

পযਯदघる運ृスএーॶにॶय़ँり १খग़ンॻक़♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
༣座
�/23〜9/22

♥全体運♥

　いͪ͝のシーζンあと少し。温度も上昇しイタミ果が

૿える時期です。ऩ֭の時間ଳやऩ֭後の管理により品

質重ࢹでおئいします。また、גの管理や育බが開࢝

されます。࣍年度࣍作に向けたגの४උとӍ除け育බ

や防除を開࢝しましょう。

͜れかΒઌのऩ量を৳ばす方法　　　　Ϡέ防止
ᶃऩ֭終了果ߎの除ڈ（খۄ果の除ڈ）ٴび葉かぎ
（には行なわないۃ）
ᶄ早ேऩ֭・適期ऩ֭　（着色基४　�分）
　※ऩ֭後の予ྫྷ対策　　　　　　
ᶅਫʜ気温の上昇とともにࠜのಈきも活発になる
　ため除ʑに量を૿す　
ᶆ肥　Χルシウムೖりのӷ肥の使用　が必要とな
ります。

˙Թཧͱथの҆

　ϋウεは開์しなるく温度が上昇しないよう努め

る。ϋウεղ์の時期になると害虫が৵ೖしやすくなる

ので、早期発見に努め、ϋウεपりの除も行う。ಶఱ時

は、ϋウε内にӍがೖりࠐまない程度にܺ間をۭける。
ظ　　࣌ 前தޕ ޙ　ޕ 　ؒ

Թʢ春ઌʣ �0ˆ 15 ʙ 18ˆ ̑ʙ̒ˆ

「ࣗಈؾのઃఆ」αΠυؾ「ࣗಈؾのઃఆ」αΠυؾ・ଆؾをߦない·しょうɻ

˙ᕲɹɹਫ
　新葉の展開がよくなってくると、新ࠜが発生しਫのٵ

ऩ量が૿えてくるので、１回のかΜਫ量を૿やす。ただ

しۃにやるとೈ果が発生するので必ずऩ֭後行う。

ਫ分ܭʢςンγΦϝーターʣをར༻したᕲਫཧの҆

ظ　࣌　ഓ　 ςンγΦϝーターʢ̛̿ʣ

　໌　͚　Ҏ　߱ ̛̿１ɽ̒ ʙ１ɽ̔ʢᕲਫ１ɽ̔ ʣ

˙ɹɹං
˒̏൪果肥େ期～ऩ֭期（̏～̐月）　的ˠ̏൪果の

ೈ果防止とμχ・うどΜ͜病の防止

・窒素成分で10̰当たり0�5LH程度のӷ肥を10間ִ

で施用する。

・Ώうに　については、アミ果がग़やすいためΧルシ

ウム剤の葉面散布を行う。

高Թظ 低Թظ

収֭࣌のՌ実Թ ඪにୡしたؒ࣌ 収֭࣌のՌ実Թ ඪにୡしたؒ࣌

ᶃ �ˆ ����ˆ �0分ؒ࣌16 ー ー

ᶄ 5ˆ ���5ˆ 30分ؒ࣌�   11��ˆ ؒ࣌1

ᶅ 8 ʢ̂10ˆʣ ���6ˆ 10分ؒ࣌�   11�1ˆ 10分ؒ࣌�

ᶉ �0ˆ ���6ˆ 10分ؒ࣌1   11�3ˆ �0分ؒ࣌18

ʢ̇ԹのਪҠʣ収֭࣌のՌ実ԹʙઃఆԹまでୡしたؒ࣌

˙ΠλϛՌରࡦ

・ऩ֭は高温時をආけ、ऩ֭ശ内で果実のੵみ重Ͷは行わ

ない

・ऩ֭後はやかに予ྫྷし、果実を2時間以上予ྫྷݿでྫྷ

やした後に、ŰƅŕŞ٧めを行う。作業的には、ऩ֭当、Űƅ

ŕŞ٧めを行う前までʮ�ˆʯで予ྫྷを行うとともに、ŰƅŕŞ

٧め後に、できるだけ長い時間ʮ5ˆʯで予ྫྷを行う͜と

で、果実成ख़の進行を؇和。

・ఱҪビχールへのःޫ剤散布はגの徒長にܨがり品質

低下のݪҼにҝ行わない。

（のઃஔは、ཌேのऩ֭෦分へҠಈさせ使用するࣿྫྷפ）　

˙ϛπόνཧ

。しておくࣂ終ऩ֭の20前までは์࠷　

˙גのཧ

　～དྷ年のいͪ͝で、সإになれるよう、

　　४උは早めにεέδϡール管理をపఈʂ

શ̡ؒظ ӍΑ͚ʴߴઃҭබ 　rʢපରࡦʣ

エコロング413 100 5ｇ／株

エコロング413 100 5ｇ／株

Ώ͏に
͕͞΄の͔のҭබ期の理内༰ ˗බͮ Γ͕͍ͪ͘ごͷ࢝·ΓͰ͢ɻ࡞業ΕͱͳΒͳ͍Α͏ૣΊͷ४උΛ͍ߦ·しΐ͏ɻ

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

親株鉢上げ 置肥 採 苗 親切離し 子切離し 定植

࿀ΈのΓのҭබ期の理内༰
3月 4月 5月 6月 7月

花むすめ１粒

8月 9月

置肥 置肥 採 苗 親切離し 子切離し 定植

ං˕１回ஔංࢭऴ࠷˕

ං˕１回ஔංࢭऴ࠷˕

ഓཧʢ�月ʣɹཧඪ͍ͪ͝

ʮຊのऩ֭ऴྃ·Ͱ͏Ұาʂ
࣭ॏࢹͰΈΜͳのসإʂʯ

営農
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পきऩ୯い௯にかो႞しऎऩりそうदघ。ঃডーのँるときऩのद७ーঈせङに全力दりੌीयટに

೬ህのৎをीに。スॺঞスはྖৎങを ॥०♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ሔ座
�/23〜�/22

♥全体運♥

�� ணՖ༧

��� ࢪ͠Ⴉఆの࣮ݟ

�� ৽༿ԽଅਐʹΑΔணՌ্ରࡦ

�� පআの࣮ࢪ

月̐Ռथཧʢ٦ྨʣ
営農
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吉়運दघ。そのৃटऐदಜ။しऩいद。向きऩિऋ吉運をਬきఞせऽघ。うोしい๔り物のも

ഷಓは৵ऽीにチख़ッॡ。ೄいങనऋٵ ९ছঐメ♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ଠ⎡座
9/23〜10/23

♥全体運♥

キ
ク
イ
モ
は
、北
米
原
産
の
キ
ク
科
ヒ
マ

ワ
リ
属
の
多
年
生
植
物
で
す
。
や
や
冷
涼
な

気
候
に
適
し
、生
育
期
間
は
中
間
地
で
は
4

～
10
月
で
、10
月
こ
ろ
に
開
花
し
、収
穫
期
は

茎
葉
が
枯
れ
る
11
月
か
ら
で
、シ
ョ
ウ
ガ
に

似
た
塊
茎
を
収
穫
し
ま
す
。
キ
ク
イ
モ
に
は

イ
ヌ
リ
ン
と
い
う
水
溶
性
食
物
繊
維
が
含
ま

れ
、血
糖
値
の
上
昇
を
穏
や
か
に
し
、中
性
脂

肪
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

成
分
で
す
。

ở

छ
Ỡ
塊
茎
の
表
皮
が
白
色
と
紫
色
の
系

統
が
あ
り
、紫
種
が
や
や
大
型
で
す
。

ở
ാ
ͷ
४
උ
Ỡ
植
え
付
け
2
週
間
前
に
1
平

方
m
当
た
り
苦
土
石
灰
1
0
0
g
を
施
し
よ

く
耕
し
ま
す
。
1
週
間
前
に
畝
間
90
cm
、深

さ
20
cm
の
溝
を
掘
り
、畝
1
m
当
た
り
化
成

肥
料（
N
P
K
各
成
分
10
%
）1
0
0
g
と
堆

肥
1
kg
程
度
を
施
し
、土
を
戻
し
て
よ
く
混

ぜ
て
お
き
ま
す（
図
1
）。

ở
২
͑

͚
Ỡ
種
芋（
塊
茎
）は
重
さ
20
g
程

度
に
切
り
分
け
、深
さ
10
cm
程
度
に
、株
間
50

～
60
cm
間
隔
で
植
え
付
け
ま
す（
図
2
）。

ở

ཧ
Ỡど
ん
な
土
で
も
よ
く
育
ち
ま
す
が
、

過
湿
を
嫌
う
た
め
、や
や
乾
燥
気
味
に
管
理

し
ま
す
。
塊
茎
か
ら
多
く
の
芽
が
出
る
と
き

は
、芽
か
き
を
し
て
、2
、3
本
に
整
理
し
ま

す
。

ở
ࢧ
ப
ཱ
て
ɾ
ఠ
৺
Ỡ草
丈
が
3
m
に
も
伸
び

て
倒
れ
や
す
く
な
る
の
で
、十
分
に
土
寄
せ

を
し
、1
・
5
m
程
度
の
支
柱
を
立
て
株
の

周
囲
に
ひ
も
を
巡
ら
せ
倒
伏
を
防
ぎ
ま
す

（
図
3
）。
さ
ら
に
、草
丈
が
支
柱
の
高
さ
の

頃
、茎
の
先
端
を
摘
心
し
ま
す
。
10
月
こ
ろ

か
ら
ヒ
マ
ワ
リ
に
似
た
黄
色
の
花
が
開
花
し

ま
す（
図
4
）。
日
持
ち
の
良
い
切
り
花
と
し

て
も
観
賞
で
き
ま
す
。

ở
ප


ͷ

আ
Ỡ強
健
で
病
害
虫
の
被
害
は

少
な
い
野
菜
で
す
が
、生
育
後
半
に
は
う
ど

ん
こ
病
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気

に
な
る
と
き
は
、カ
リ
グ
リ
ー
ン
な
ど
野
菜

類
の
登
録
農
薬
で
防
除
し
ま
す
。

ở
ऩ
֭
Ỡ茎
葉
が
枯
れ
て
き
た
ら
、地
際
か
ら

茎
葉
を
刈
り
取
っ
て
、塊
茎
を
収
穫
し
ま
す
。

掘
り
上
げ
た
塊
茎
は
し
な
び
や
す
い
た
め
、

3
月
ま
で
は
土
中
に
置
い
て
必
要
に
応
じ
て

収
穫
し
ま
し
ょ
う（
図
5
）。
収
穫
後
は
ポ
リ

袋
に
入
れ
、冷
蔵
庫
の
野
菜
室
で
保
管
し
ま

す
。
な
お
、畑
に
残
し
た
塊
茎
は
野
生
化
し

て
は
び
こ
る
の
で
、全
て
掘
り
上
げ
ま
す
。
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※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

福祉施設への農作業の委託 による農福連携

農福連携とは、障がい者等が農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って
社会参画を実現していく取り組みです。農福連携に取り組むことで、障がい者等の就労
や生きがいづくりの場を生み出すだけでなく、担い手不足や高齢化が進む農業分野に
おいても、新たな働き手の確保につながることが期待されます。

【どんな作業をお願いできるのか 】【 】

連携型 直接就労型

【マッチングの流れ 】【 】

【契約内容について】【 】

まずは本用紙から
お問い合わせ
FAXまたは
メールにて。

A
J

り
よ
口
窓
の
県

。
す
ま
し
た
い
絡
連
ご

A
J

り
よ
口
窓
の
県

。
す
ま
し
た
い
絡
連
ご作業内容のヒアリングや期間

等に合わせて
お話しを進めて
いきます。

農業者と福祉事業所
が農作業の請負契約
を結び、農作業を委託
する形です。

農業者が障がい者を正社員やパー
トとして直接雇用します。障がい者
への対応についてある程度の知
識・経験や理解が必要です。

農福連携コーディネーター
による調整スタート

作業環境や内容の指導は福祉
事業所のスタッフが行います
ので連携もス
ムーズです。

候補先が決まったらまずは
現地でお試し作業

お問い合わせ先 熊本県農業協同組合中央会　農政・営農支援センターTEL 096-328-1027  FAX 096-328-1031

一人ひとりの能力によってできる仕事は違います。作業を分業化することで、様々な作業を行うことができます。もち
ろん、作業になれるまでに時間がかかることもありますが、一旦習得すれば丁寧な仕事ぶりで喜ばれる例もあります。

ఢงऩऋટをഃきऽघ。ഛႠऩをੱऋऐて。ऽた、ਂଌऋँるৃ়は૮৶せङభにघるのऋਫ解दघ

௫しाऩऋैदきる運द൙力アップ ঀঅঝ♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ỡ　座
10/2�〜11/22

♥全体運♥

ྉʢ�ਓʣࡐ Γํ࡞

洋
風
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯

シ
ェ
フ
永
井
の

お
す
す
め

Chef Nagai’s
recommended

recipe
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吉়運दघ。そのৃटऐदಜ။しऩいद。向きऩિऋ吉運をਬきఞせऽघ。うोしい๔り物のも

ഷಓは৵ऽीにチख़ッॡ。ೄいങనऋٵ ९ছঐメ♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ଠ⎡座
9/23〜10/23

♥全体運♥

キ
ク
イ
モ
は
、北
米
原
産
の
キ
ク
科
ヒ
マ

ワ
リ
属
の
多
年
生
植
物
で
す
。
や
や
冷
涼
な

気
候
に
適
し
、生
育
期
間
は
中
間
地
で
は
4

～
10
月
で
、10
月
こ
ろ
に
開
花
し
、収
穫
期
は

茎
葉
が
枯
れ
る
11
月
か
ら
で
、シ
ョ
ウ
ガ
に

似
た
塊
茎
を
収
穫
し
ま
す
。
キ
ク
イ
モ
に
は

イ
ヌ
リ
ン
と
い
う
水
溶
性
食
物
繊
維
が
含
ま

れ
、血
糖
値
の
上
昇
を
穏
や
か
に
し
、中
性
脂

肪
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

成
分
で
す
。

ở

छ
Ỡ
塊
茎
の
表
皮
が
白
色
と
紫
色
の
系

統
が
あ
り
、紫
種
が
や
や
大
型
で
す
。

ở
ാ
ͷ
४
උ
Ỡ
植
え
付
け
2
週
間
前
に
1
平

方
m
当
た
り
苦
土
石
灰
1
0
0
g
を
施
し
よ

く
耕
し
ま
す
。
1
週
間
前
に
畝
間
90
cm
、深

さ
20
cm
の
溝
を
掘
り
、畝
1
m
当
た
り
化
成

肥
料（
N
P
K
各
成
分
10
%
）1
0
0
g
と
堆

肥
1
kg
程
度
を
施
し
、土
を
戻
し
て
よ
く
混

ぜ
て
お
き
ま
す（
図
1
）。

ở
২
͑

͚
Ỡ
種
芋（
塊
茎
）は
重
さ
20
g
程

度
に
切
り
分
け
、深
さ
10
cm
程
度
に
、株
間
50

～
60
cm
間
隔
で
植
え
付
け
ま
す（
図
2
）。

ở

ཧ
Ỡど
ん
な
土
で
も
よ
く
育
ち
ま
す
が
、

過
湿
を
嫌
う
た
め
、や
や
乾
燥
気
味
に
管
理

し
ま
す
。
塊
茎
か
ら
多
く
の
芽
が
出
る
と
き

は
、芽
か
き
を
し
て
、2
、3
本
に
整
理
し
ま

す
。

ở
ࢧ
ப
ཱ
て
ɾ
ఠ
৺
Ỡ草
丈
が
3
m
に
も
伸
び

て
倒
れ
や
す
く
な
る
の
で
、十
分
に
土
寄
せ

を
し
、1
・
5
m
程
度
の
支
柱
を
立
て
株
の

周
囲
に
ひ
も
を
巡
ら
せ
倒
伏
を
防
ぎ
ま
す

（
図
3
）。
さ
ら
に
、草
丈
が
支
柱
の
高
さ
の

頃
、茎
の
先
端
を
摘
心
し
ま
す
。
10
月
こ
ろ

か
ら
ヒ
マ
ワ
リ
に
似
た
黄
色
の
花
が
開
花
し

ま
す（
図
4
）。
日
持
ち
の
良
い
切
り
花
と
し

て
も
観
賞
で
き
ま
す
。

ở
ප


ͷ

আ
Ỡ強
健
で
病
害
虫
の
被
害
は

少
な
い
野
菜
で
す
が
、生
育
後
半
に
は
う
ど

ん
こ
病
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気

に
な
る
と
き
は
、カ
リ
グ
リ
ー
ン
な
ど
野
菜

類
の
登
録
農
薬
で
防
除
し
ま
す
。

ở
ऩ
֭
Ỡ茎
葉
が
枯
れ
て
き
た
ら
、地
際
か
ら

茎
葉
を
刈
り
取
っ
て
、塊
茎
を
収
穫
し
ま
す
。

掘
り
上
げ
た
塊
茎
は
し
な
び
や
す
い
た
め
、

3
月
ま
で
は
土
中
に
置
い
て
必
要
に
応
じ
て

収
穫
し
ま
し
ょ
う（
図
5
）。
収
穫
後
は
ポ
リ

袋
に
入
れ
、冷
蔵
庫
の
野
菜
室
で
保
管
し
ま

す
。
な
お
、畑
に
残
し
た
塊
茎
は
野
生
化
し

て
は
び
こ
る
の
で
、全
て
掘
り
上
げ
ま
す
。
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※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

福祉施設への農作業の委託 による農福連携

農福連携とは、障がい者等が農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って
社会参画を実現していく取り組みです。農福連携に取り組むことで、障がい者等の就労
や生きがいづくりの場を生み出すだけでなく、担い手不足や高齢化が進む農業分野に
おいても、新たな働き手の確保につながることが期待されます。

【どんな作業をお願いできるのか 】【 】

連携型 直接就労型

【マッチングの流れ 】【 】

【契約内容について】【 】

まずは本用紙から
お問い合わせ
FAXまたは
メールにて。

A
J

り
よ
口
窓
の
県

。
す
ま
し
た
い
絡
連
ご

A
J

り
よ
口
窓
の
県

。
す
ま
し
た
い
絡
連
ご作業内容のヒアリングや期間

等に合わせて
お話しを進めて
いきます。

農業者と福祉事業所
が農作業の請負契約
を結び、農作業を委託
する形です。

農業者が障がい者を正社員やパー
トとして直接雇用します。障がい者
への対応についてある程度の知
識・経験や理解が必要です。

農福連携コーディネーター
による調整スタート

作業環境や内容の指導は福祉
事業所のスタッフが行います
ので連携もス
ムーズです。

候補先が決まったらまずは
現地でお試し作業

お問い合わせ先 熊本県農業協同組合中央会　農政・営農支援センターTEL 096-328-1027  FAX 096-328-1031

一人ひとりの能力によってできる仕事は違います。作業を分業化することで、様々な作業を行うことができます。もち
ろん、作業になれるまでに時間がかかることもありますが、一旦習得すれば丁寧な仕事ぶりで喜ばれる例もあります。

ఢงऩऋટをഃきऽघ。ഛႠऩをੱऋऐて。ऽた、ਂଌऋँるৃ়は૮৶せङభにघるのऋਫ解दघ

௫しाऩऋैदきる運द൙力アップ ঀঅঝ♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ỡ　座
10/2�〜11/22

♥全体運♥

米………………………………… 300g
水………………………………… 300g

　　ブイヨンキューブ…………… 1個
　　しょうゆ………………… 小さじ 1
　　タケノコ水煮………………1/2 本
　　トマト………………………小 1個
　　冷凍ムール貝……………… 200g
　　新タマネギ…………………1/2 個

（1）�Aのうち、タケノコ水煮は縦にスライスしてさっとゆがき、トマトは
1cm角に切る。新タマネギは粗みじん切りにする。

（2）�米を研ぎ、ざるにあげて20分置く。炊飯
器に水を入れ、米とAを全て入れて20分
浸水し炊飯する。

（3）�炊き上がった（2）を彩り良く器に盛り付
け出来上がり。

ྉʢ�ਓʣࡐ Γํ࡞

A　　トマトA　　トマト

　　ブイヨンキューブ
　　しょうゆ
　　タケノコ水煮
　　トマト
　　冷凍ムール貝
　　新タマネギ

洋
風
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯

永
井
智
一（
な
が
い・と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井
の

お
す
す
め

Chef Nagai’s
recommended

recipe
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■
日
本
へ
行
っ
て
長
寿
食

日
本
の
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
富
士

山
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
が
日
本

の
長
寿
食
。
今
や「
日
本
へ
行
っ
て
、
長
寿

食
を
食
べ
て
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
」の
時
代

な
の
で
す
。

い
や
ー
、
面
白
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
毎
号
、
長
寿
食
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
人
生
1
0
0
歳
も
も
う
す
ぐ
。

一
緒
に
大
笑
い
し
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
長
生
き

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

1
回
目
の
長
寿
食
は「
納
豆
の
の
り
巻
き
」

で
、
長
寿
は
も
ち
ろ
ん
脳
の
活
性
化
に
も
大

変
役
に
立
ち
ま
す
。
花
見
や
野
遊
び
の
お
弁

当
に
も
ぴ
っ
た
り
。

長
生
き
時
代
を
面
白
く
過
ご
す
た
め
に
欠

か
せ
な
い
の
が
頭
の
若
々
し
い
発
想
力
。
頭

の
回
転
力
も
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の
脳
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
は
、
ご
飯
な

ど
の
炭
水
化
物
が
分
解
さ
れ
て
作
ら
れ
ま

す
。炭

水
化
物
を
分
解
し
て
ブ
ド
ウ
糖
に
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ビ
タ
ミ
ン

B
1
で
す
。
納
豆
に
も
の
り
に
も
ビ
タ
ミ

ン
B
1
が
た
っ
ぷ
り
。
従
っ
て
の
り
巻
き

を
食
べ
る
と
、
ご
飯
か
ら
炭
水
化
物
、
そ
し

て
分
解
し
て
頭
脳
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ブ
ド

ウ
糖
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン
B
1
も
豊
富
に
取

れ
ま
す
。

■
年
を
取
っ
て
も
バ
リ
バ
リ
働
く

年
を
取
っ
て
も
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
続
け
て

豊
か
な
生
活
を
楽
し
む
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。高

齢
に
な
っ
て
も
、
働
く
能
力
の
あ
る
人

が
ど
ん
ど
ん
求
め
ら
れ
る
時
代
に
ぴ
っ
た
り

な
の
が
納
豆
の
の
り
巻
き
と
い
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。

納
豆
は
素
晴
ら
し
い
。
体
の
若
さ
を
保
つ

ア
ミ
ノ
酸
が
多
く
、
頭
の
老
化
を
防
ぐ
レ
シ

チ
ン
も
た
っ
ぷ
り
。
の
り
に
は
幸
せ
ホ
ル
モ

ン
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
原
料
と
な
る
必
須
ア

ミ
ノ
酸
の
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
が
多
い
。
さ

あ
さ
あ
納
豆
の
の
り
巻
き
で
長
生
き
G
O

G
O
!
と
い
き
ま
し
ょ
う
。

春
の
到
来
。
柔
ら
か
な
日
差
し
が
差
し

込
み
始
め
、
日
増
し
に
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
春
は
新
生
活
が
始
ま
る
と
と
も

に
、
農
作
業
で
は
種
ま
き
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
す
ね
。
中
腰
姿
勢
や
前
か
が
み
姿

勢
な
ど
、
長
時
間
に
わ
た
り
同
じ
姿
勢
を

取
り
続
け
る
と
腰
や
背
中
に
負
担
が
か
か

り
ま
す
。
疲
労
の
蓄
積
は
体
に
負
担
が
か

か
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
業
中
に
事
故
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
々
の
疲
れ
が
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
、
ま
ず
は
睡
眠
時
間
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。
枕
の
高
さ
や
素
材（
硬
さ
）な
ど
、

お
好
み
に
応
じ
た
寝
具
を
選
び
、
よ
り
良

質
な
睡
眠
が
取
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。
ご

自
身
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
見
合
っ
た
疲
労

回
復
・
解
消
方
法
を
見
つ
け
て
、
心
身
共

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

ϨοπɺτϥΠʂɹࠊΛͶ͡Δӡಈʴͦͷ౿Έ

ʢ�ʣ͍͢ʹ࠲Γɺ
྆Λ͛ۂ·͢ɻ

ʢ�ʣਅԣͷܠ৭
ΛݟΔΑ͏ʹ͠
ͳ͕ΒࠊΛͶ͡
Γ·͢ɻ

ʢ�ʣݩͷ࢟ʹ
Γ·͢ɻ

ʢ�ʣ࣍ʹରଆ
ಉ༷ʹࠊΛͶ
͡Γ·͢ɻ

ʢ�ʣݩͷ࢟ʹ
Γ·͢ɻ

ʢ�ʣͦͷޙɺ
౿ΈΛ � ճ͠·
͠ΐ͏ɻ

7 つの部位を使った
体操プログラム
「The Taiso

（ザ・タイソウ）」は
コチラ
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永
山
久
夫
の
健
康
万
歳
!

納
豆
の
の
り
巻
き
で
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運િはాりऋりপきऩਤனऋৄैोऽघ。ँऩたैしऎਟಂ向दいきऽしॆう。過ுの問題にはඡोऩいद

൱ाऩनのગにିਔ。ॣアに力をোोて औんしॆう♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ೝু座
11/23〜12/21

♥全体運♥

スマート農業で農作業を効率化！ ～ドローン実演講習会～

イノシシ革を使ったクラフト実習

マウンテンバイクトライアル講習会

社会人としての身だしなみを学ぼう　～着こなしセミナー～

２月8日にグリーンテック株式会社の方をお招きし、産業用ドローンについてご指導いた
だきました。まずドローン操作に必要な知識を講義していただいてから、施肥作業の実演で
す。ドローンは水田上を飛び回り、積載した40kgの肥料を数分で散布し終わりました。その
速さに生徒よりも農業に詳しい先生方が驚
愕?!その後も肥料追加やバッテリー交換を
しながら作業を続け、人力では２時間かかる
作業が30分程で終了。農作業の効率化に大
きく寄与する農業用ドローンの可能性を実
感することができました。施肥作業後、生徒
たちにもドローンを操作させていただき、い
つも扱う練習機よりも大きなドローンを慎
重かつ楽しそうに操作していました。

講師に”アトリエこびと”の西山氏を招き、２月27日（月）に革クラフト実習を実施しました。
昨年11月に自分達で皮剥ぎを行ったイノシシの皮を利用し、２年生13名で実施しました。
革製品の工房を構える職人から直に指導していただけるということで生徒達もとても緊

張していました。丁寧で優しい指導に生徒達の緊張もほぐれ、積極的に作品を作る姿が見
られました。
捕獲からこのような活

用を実施することで、鳥
獣被害対策活動の意義を
深く学ぶことが出来まし
た。今回学んだ技術を活かし、地域の方々や小中
学生を対象にしたクラフト教室を自分達でも実
施したいという声もあがりました!!

３月８日（水）にマウンテンバイクトライアル講習会を
実施しました。講師に松山直樹氏を招き、実演後、基本的
操作について指導していただきました。
マウンテンバイクトライアルとは！「岩や丸太、斜

面等の自然地形や人工の構造物で作られた障害物を自
転車に乗ったまま足をつけない様に超えていく競技で、
1970年頃にスペインのカタルーニャ地方で、子どもたち
がオートバイの代わりに自転車でモトトライアルを真似た事が起源とされています。」
トライアルには「静止してバランスをとる“静”の要素、大きなジャンプの“動”の要素が共存します。生徒達は高

いジャンプやアクロバティックな自転車の動き、高所の狭い場所でのバランス維持にとても苦労していました。
普段と異なるマウンテンバイクの楽しみ方を知ることができる素敵な講習会となりました。

２月17日、３年生の登校日に合わせてコナカ・フタタの方をお招きし、スーツの着こなしセミナーを行いました。
最初に生徒代表がスーツを着て登場！いつもより凛々しく見える生徒の姿に、会場からもどよめきが起こりまし
た。続いてスーツを着こなすために必要である
様々な知識を教えていただきました。着こなし
ポイントの解説では生徒が着ているスーツを実
際に使って分かりやすく解説くださいました。
最後に生徒数人がネクタイ結びにチャレンジ！
悪戦苦闘しながらも何とかネクタイを結びまし
たが、少々不格好でしょうか？もっと練習して、
素敵にスーツを着こなせる社会人を目指してく
ださい！

八農たより本校

八農たより分校

ീઘߍ
ΠϝʔδΩϟϥΫλʔ
ʰͲΜ͙ ΓΜʱ
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今月の主な行事予定
議　題
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ॳΊͯखଓ͖ͳ͞Δํɺࡏݱडڅதͷۚʹ
ٙ問Λおͪ࣋ͷํɺおܰؾʹ͝དྷԼ͞いɻ
ͲΜͳ͜ͱͰおܰؾʹ͝૬ஊͩ͘͞いɻ

ྩ５５月̍ʢ月ʣ
年金相談会お知らせ

ཱུっているのにうऽऎいかङいैয়णऒとऋ。そもそものृり্ऋୀっているのかも。૾யをীෲしઉせयૡしऽघ

うっかり、ऻんृりदऐऋのऩいेうに ८ンঐॖ♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ၗ座
12/22〜1/19

♥全体運♥

ྩ５４月��ʢ月ʣ

૬ஊ༰
࢜ॻߦ

行政書士による無料相談会
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今月の主な行事予定
第11回　理　事　会

日時　令和5年2月27日(月) 実施　　会場　本所　大会議室
議　題 ※ 以下の通り審議され、全て可決承認されました。

「承認決議事項」
　第１号議案　令和４年度上期監事監査指摘に対する回答書
　第２号議案　令和６年４月職員採用要領
　第３号議案　ハウスリース資産譲渡（案）

「　報告事項　」
　１．専門委員会報告
　２．内部監査の品質に関する内部評価報告書
　３．本所建設の概要
　４．コンプライアンス研修会
　５．冬の電化製品販売会、洋服キャンペーン、
　　　生活総合展示会実績報告
　６．自主検査の結果報告
　７．組合員加入・脱退状況
　８．行事予定

令
和
５
年
１
月
末
実
績

（単位：千円）

貯 　 　 　 　 金 = � �  � � �  � � �

貸 　  出 　  金 = � �  � � �  � � �

購 買 品 供 給 高 = �  � � �  � � �

販 売 品 販 売 高(受 託) = � �  � � �  � � �

販 売 品 販 売 高(買 取) = � � �  � � �

販 売 品 販 売 高(合 計) = � �  � � �  � � �

（単位：ポイント）

生 命・ 建 物 共 済 新 契 約 �  � � �  � � �

年 金 共 済 新 契 約 � � �  � � �

自動車共済契約（新規・GUP） �  � � �  � � �

短 期 共 済 契 約 �  � � �  � � �

共 済 実 績 合 計 �  � � �  � � �

自 己 資 本 比 率(令 和 ３ 年 度) １̐ɽ１̑ˋ
※ ＪＡ系統目標 と 国際統一基準（ＢＩＳ規制）は８％以上

ྩ54݄
�4ʢ݄ʣ Αるແྉ૬ஊձʹ࢜ॻߦ

தԝ営ηϯλʔ �֊　খձٞࣨ

�9	 ɾॕʣতͷ
ΰʔϧσϯΟʔΫͷ営業ʹつ͍ͯཪදࢴʢ1�0ʣΛࢀরԼ͍͞ɻ

ྩ55݄
3	 ɾॕਫʣ ೦ه๏ݑ

4	 ɾॕʣ ΈͲΓͷ

5	 ɾॕۚ ʣ ͜Ͳͷ

��ʢ݄ʣ Αるແྉ૬ஊձʹ࢜ॻߦ
தԝ営ηϯλʔ �֊　খձٞࣨ
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ॳΊͯखଓ͖ͳ͞Δํɺࡏݱडڅதͷۚʹ
ٙ問Λおͪ࣋ͷํɺおܰؾʹ͝དྷԼ͞いɻ
ͲΜͳ͜ͱͰおܰؾʹ͝૬ஊͩ͘͞いɻ

৽ܕίϩφΠϧεײછ༧ͷͨΊ
͢·༧ΛঝͬͯおΓޚલͷࣄ

Έͩ͘͞いࠐॴおਃしࢧͷد࠷

˞ຖ݄̍ʹதԝࢧॴͰ։࠵し·͢
લޕ ࣌̏ޙޕ〜࣌��

ྩ５５月̍ʢ月ʣ
தԝࢧॴɹ八代市Ӭఒ町 84�-1

�������

年金相談会お知らせ

ཱུっているのにうऽऎいかङいैয়णऒとऋ。そもそものृり্ऋୀっているのかも。૾யをীෲしઉせयૡしऽघ

うっかり、ऻんृりदऐऋのऩいेうに ८ンঐॖ♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
ၗ座
12/22〜1/19

♥全体運♥

ྩ５４月��ʢ月ʣ
தԝ総合Ӧセンター̎֊ɹখձٞࣨ

ീؓݹࢢொ̏̒̌̎ʵ̎
˞ຖ݄ୈ４݄༵ʹதԝ૯߹営ηϯλʔͰ։࠵し·͢
	 ４時ޙޕ〜１時ޙޕ　

૬ஊ༰　Ҩ࢈૬ଓɾҨݴॻ࡞ɾखଓ
ॹํ　݈Ұʢ０̕　࢜ॻߦ ０⼟７̕ ２２⼟１８２８ʣ
　　　　　ޱ࣏ɺۄࣇଇɺాఴ࢙

行政書士による無料相談会

３月号の訂正とお詫び
　前号ｐ２　農業コンクール大会表彰式の新人王部門
「山坂匡弘」さんのふりがなを誤まって掲載しました。
　正しくは「やまさか　まさひろ」さんです。訂正し
お詫びいたします。
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パズル？頭の体操 二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

出題：ニコリ

2月号の答え

※ ペンネーム使用のご希望があれば、お書き添え下さい。
※ 原則、ご応募・ご投稿に際して取得した個人情報・ご

意見・ご投稿は、プレゼントの発送や広報誌の編集以
外には使用いたしません。

˞�ϖϯωʔϜͷΈͰͷ͝ԠืͳͲɺඞཁ߲ࣄͷ͕ࡌه
ͳ͍߹ɺ೦ͳ͕Βແޮͱͳり·͢ͷͰ͝ҙ
Լ͍͞ɻ

க͠·͢ɻ͍ئɻϙετʹവ͢Δલɺϝʔϧͷૹ৴ϘλϯΛΫϦοΫ͢Δલʹɺ͏Ұ֬͝ೝΛ͓͢·͚͔ݟͳ͔ͬͨΓɺ͝連བྷͷॅॴɾ͓ి൪߸Λॻ͖Β͍ͯ͠Δ͓ศΓΛྑͯ͘͠هɺ໊͓લ͕໌ۙ࠷˔

2月号の当選者 

平野　　　　　　さん
たんぽぽ　　　　さん
モカ　　　　　　さん
いとちゃんママ　さん
マリーイエロー　さん

以上、おめでとうございました

八代市古城町2690

JＡやつしろ 総務部
「パズル？頭の体操｣4係 行

8 6 6 0 0 4 38 6 6 0 0 4 38 6 6 0 0 4 38 6 6 0 0 4 38 6 6 0 0 4 38 6 6 0 0 4 3 4月号のパズルの答え
「ＡＢＣＤE」

おなまえ・ペンネーム
郵便番号・おところ
電話番号
性別・年齢
・身近な話題

・アンケートにお答え下さい
1.気になった記事 ・ ご感想
2.誌面で改善して欲しい所
3.今後取り上げて欲しい事
4.ご質問・ご意見など

4月号のパズル？頭の体操
☆ 今回のプレゼントは
��ʮυϥΠτϚτʯを�໊༷に!
　 なお、商品の受け渡しは、
　 緑のシンフォニー北部店で行います。

☆締切日 ྩ̑ �݄2	Ր
到着分まで
☆はがき以外のご応募は下記へ

FAX：0965-35-4813
e-mail：info@ja-yatsushiro.or.jp

ＱＲコード対応の携帯
電話は、こちらを読み
取り、メールでご応募
が出来ます。

͓ศΓ

A B C D E

ユ キ オ ロ シユ キ オ ロ シユ キ オ ロ シユ キ オ ロ シユ キ オ ロ シ

●毎朝８時半頃から 7000 歩のウォーキ
ングを 70 歳から続けています。

ʮτϯͪΌΜʯ͞Μ

●小学校の藤棚の剪定が終わりました。
ʮ౻୨ʯ͞Μ

●最近タブレットでパズルをし始めまし
た。  ʮϨʔͪΌΜʯ͞Μ

●５歳の孫の成長に驚いています。  
ʮڸͷ͕͍όΝͪΌΜʯ͞Μ

ᴷᴷ�ଞʹ
ʮແ৬ͷௐཧࢣʯ͞ Μɺ
ʮԬ ΌͪΜʯ͞ ΜɺʮϜΪ ΌͪΜʯ͞ Μ
ʮίί ΌͪΜʯ͞ ΜɺʮΧϯηϩʯ͞ Μ
ͳͲɺͨ ͘͞Μͷ༿ॻϝʔϧΛ͍ͨͩ
͖·ͨ͠ɻ
ɹ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·͢ɻ͜Ε͔Β
ύζϧͷճϝοηʔδ͓ͪͯ͠
͍·ʙ͢ɻ

ઐ௵ঢ়બऋણ৲。うॎऔਵは控えて。ਫનऩੲਾਦऋँऩたのਦをৈीऽघ。ੇఔ優先ऋٵ

েણリ६のをੱऋऐて。ᇪ食ષにॶय़ ॱॣঀ॥♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
Ⴁ座
1/20〜2/1�

♥全体運♥

ʮͷγϯϑΥχʔʯධ์ૹதʂධ์ૹதʂ
毎月第１・３木曜日  午後６時２５分より、「緑のシンフォニー」好評放送中！毎月第１・３木曜日  午後６時２５分より、「緑のシンフォニー」好評放送中！
翌金曜日　午前９時より再放送中！

令和4年度　第20回
「生姜の効いた
はちべえトマトドレッシング」
3月2日(木)・3日(金) 放送

総務部　総合企画課　　益田職員
エフエムやつしろ　　　やまちゃん

(出演者のお名前は写真左より表記)新商品のドレッシングが好評です！

ヨコのカギ
���ɹএՎʰՖʱʹՎΘΕ͍ͯΔ
���ɹࣸਅͳͲΛࡱӨ͢ΔͨΊͷࢪઃ
���ɹϥΫμΞϧύΧʹͨࣅΞϯσεํͷ

ಈ
���ɹΫδϥΑΓখ͞ΊͰ͢
���ɹ�݄ͳͷʹྫྷ͑Δͳ͋ɺʕʕͷΓ͔ͳ
���ɹॻྨͷԿॻ͔Ε͍ͯͳ͍෦
��ɹ৽̍ੜͷօ͞Μɺ͝ʕʕ͓ΊͰͱ͏ �
��ɹᗡʢͪΎ͏ʣྨมԹಈɺᄡೕྨ

ʕʕಈ
��ɹ�ɺ�ɺ�ɺ�ɺ�ʜʜ
��ɹ本ਓͷओ৯Ͱ͢
��ɹધΛண͚·͢

タテのカギ
���ɹٿͷ#40ͷ 4
���ɹఢͰ͋Γ·ͤΜ
���ɹਖ਼͍͑͠ʹ͚ΔϚʔΫ
���ɹԕ͖ͯۙ͘ʕʕͷ
��ɹγΦϚωΩ͜ͷؒͰ͢
��ɹಘҙͳͷɻࣈͰॻ͘ͱेീ൪
��ɹମԹܭΛڬΈ·͢
��ɹۭหʢͦΒΜʣ͕ചΒΕ͍ͯΔॴ
��ɹాാΛ͢ߞಓ۩ͷ �ͭ
��ɹΪϦγϟจࣈͷޙ࠷ͷࣈɻЊɺТͱॻ͖

·͢
��ɹબൈߴֶߍٿେձͷձͰ͢

令和4年度　第21回
「ミニトマト」

3月16日(木)・17日(金) 放送
営農部　施設園芸課　　濵石職員
トマト選果場利用組合
　　　　ミニトマト部　澤村友博部長
エフエムやつしろ　　　やまちゃん

(出演者のお名前は写真左より表記)おいしいミニトマトが出来ました♪

月１回「しょんなかな～プレゼントコーナー」も実施中！
どの回になるのか、お楽しみに！

  ※ 聴取者プレゼントの申し込みは、エフエムやつしろで受け付けます
TEL ４３-７６５１ ／ FAX ４３-７６５６
e-mail：765@kappafm.com
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“旬！”の農産物
ラコ ム

今月のうまかもん今月のうまかもん

今月の表紙

・栽培のこだわりは？

・農業のやりがいは？

・就農のきっかけは？（裕士さん）

・ひと言抱負をお願いします。（裕士さん）

一寸そら豆 旬：４月下旬〜５月下旬

困っていた問題は解決に向かい、のんびり過ごせそう。迷ったときは利益優先を控えて成り行きに任せると吉

体力アップのチャンス。新メニューも試して グリーンピース♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
魚　座
2/19〜3/20

♥全体運♥

── 農作物

お問い
合せ先

JAやつしろ 総合青果物センター

①……

②……

材料（2人分） 作り方

牛肉と筍のオイスターソース炒め
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“旬！”の農産物
ラコ ム

提供：JA熊本経済連提供：JA熊本経済連今月のうまかもん今月のうまかもん

今月の表紙
令和5年4月号令和5年4月号令和5年4月号令和5年4月号令和5年4月号令和5年4月号令和5年4月号令和5年4月号

昭和 地区で「トマト・米」を栽培されている 田中さん昭和 地区で「トマト・米」を栽培されている 田中さん昭和 地区で「トマト・米」を栽培されている 田中さん昭和 地区で「トマト・米」を栽培されている 田中さん
・栽培のこだわりは？
 　次作への取り組みとして、土

壌消毒をかねた土づくりを
することで良品質なトマト
を育てています。

・農業のやりがいは？
 　毎年が１年生の気持ちでやっている中で、理想に近い栽培が出来ている時です。毎年が１年生の気持ちでやっている中で、理想に近い栽培が出来ている時です。

自然相手でなかなか難しいですが！自然相手でなかなか難しいですが！

・就農のきっかけは？（裕士さん）
 　一人っ子であることがきっかけですでが、今では家族（特に子ども）といつでも一一人っ子であることがきっかけですでが、今では家族（特に子ども）といつでも一

緒に居れるので、就農して良かったと思っています。

・ひと言抱負をお願いします。（裕士さん）
 　トマト栽培で、肥料の配分や病害虫の処理など適期に何でも判断できるように、

日々努力をしていきたいです。そして更に安全安心なトマト作りを目指してい日々努力をしていきたいです。そして更に安全安心なトマト作りを目指してい
きたいです！

道
み ち お

男　　さん　　さん　　さん　　さん　　さん 59歳 御本人
裕裕
ゆ う こ

子子子　　さん　　さん　　さん　　さん　　さん　　さん　　さん　　さん 57歳 奥　様
信信
の ぶ おの ぶ おの ぶ おの ぶ お

男男男男　　さん　　さん　　さん　　さん　　さん 83歳 お父様
フフ

ふ じ こふ じ こふ じ こふ じ こ

ジ子ジ子ジ子ジ子　さん 80歳 お母様
裕裕
ひ ろ しひ ろ しひ ろ し

士士士　　さん　　さん 33歳 後継者
恭恭
き ょ う こき ょ う こき ょ う こき ょ う こ

子子子　　さん　　さん 33歳 後継者の奥様
すみれ  ちゃんすみれ  ちゃんすみれ  ちゃんすみれ  ちゃん 5歳 お孫様
実習生のみなさん実習生のみなさん実習生のみなさん実習生のみなさん実習生のみなさん実習生のみなさん実習生のみなさん実習生のみなさん

一寸そら豆 旬：４月下旬〜５月下旬

　莢(さや)が空に向かって伸びることが、
名前の由来です。
　八代平野の栄養分をタップリ吸収し、ミ
ネラルやビタミンも多く含んで栄養価の
高い「一寸そら豆」は、ビールのおつまみに
ピッタリ。
　また、ふっくらとした実を塩茹でしたり、
ホイルの包み焼きなどにすると、ほんのり
甘くホクホクとした食感が味わえます。

　「一寸そら豆」を味わいながら、春の訪れ
をぜひ、お楽しみ下さい。

ご購入出来る所
JAやつしろ直売所「ドレミ館」
営業時間　０８:３０〜１７:００
TEL 0965-３２-５１５４
〒866-0891
熊本県八代市古閑浜町 3448-53

困っていた問題は解決に向かい、のんびり過ごせそう。迷ったときは利益優先を控えて成り行きに任せると吉

体力アップのチャンス。新メニューも試して グリーンピース♥健康運♥ ♥幸運を呼ぶ食べ物♥
魚　座
2/19〜3/20

♥全体運♥

── 農作物
トマト…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… １９０ａ
米……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… １００ａ

お問い
合せ先

JAやつしろ 総合青果物センター
TEL 0965- ３９- ７２７１
FAX 0965- ３９- ７２７２
〒866-0891 八代市 古閑浜町 3613

牛赤身切り落とし…………150g
筍の水煮(短冊切り)筍の水煮(短冊切り)………150g150g
いんげん(下茹でして3㎝長さ)…… 50g

オイスターソースオイスターソースオイスターソース…………大さじ3
　酒……………………大さじ2
　しょうゆ………………………………大さじ1大さじ1
　砂糖…………………大さじ1

ごま油ごま油………………………………………………………………大さじ1

①……フライパンにごま油を熱し、牛肉を炒める。半分ほど火が通ったら、筍、いんげんを加
えて炒める。えて炒める。

②……具材に火が通ったらAを加え
て中火で炒め合わせ、味がな
じんだら皿に盛りつける。じんだら皿に盛りつける。じんだら皿に盛りつける。

材料（2人分） 作り方

牛肉と筍のオイスターソース炒め

　酒
　しょうゆ
　砂糖

AAA
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拠点ＪＡ－ＳＳは
定休日導入による通常営業となります。
;Ε̨̨͍͋ ʢڸʣ ຖिɹ༵

ͻ͔Θ̨̨ ʢཽʣ ຖिɹՐ༵

γϯϑΥχʔ̨̨ ʢւߐ࢜ʣ ຖिɹਫ༵

̨̨ͪ͑ ʢۚ߶ʣ ຖिɹਫ༵

Μ͍Ώ̨̨ ʢాߴʣ ຖिɹ༵

ྩ５　ΰʔϧσϯΟʔΫͷ業ఔ

ࣄ 業 所ɾళ ฮ
４݄ ５݄

�8 �9 30 1 � 3 � 5 6

ۚ   ݄ Ր ਫ  ۚ 

ຊ　　 ॴ　ɾ　 　　ࢧ ॴ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

Ӧ  η ン タ ー 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

ߪ ങ η ン タ ー 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

౦ ཅ ࣄ ۀ ॴ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

のγンϑΥχー ෦ళ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

　ۀ
8�00-1��00

　ۀ
8�00-1��00

　ۀ
ʢ௨ৗʣ

　ۀ
ʢ௨ৗʣ 　8ɿ00　ʵ　1�ɿ00ۀ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ

そ　 の　 ଞ　 ̨　 ̨ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

八 代 ι イ ル 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

 ػ η ン タ ー 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

ं  η ン タ ー 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

σ Ο α ー ビ ε ௨　ৗ　ۀ　 ۀ　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ௨　ৗ　ۀ　

や つ し Ζ ࡈ  ௨　ৗ　ۀ　

ࣗ ಈ ं ࣄ ނ ࠪ ఆ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ ۀ　ٳ ۀ　ٳ 　ۀ

ʢ௨ৗʣ
　ۀ

ʢ௨ৗʣ ۀ　　ٳ 　ۀ
ʢ௨ৗʣ

̖  ̩  ̢
ʢ ˞ ֤ ૯ ߹ ࢧ ॴ の み ʣ

Ք　ಈ
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˞Ք　ಈ
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